




































































































































































































































































































































































6 患者 1人1日当り入院収益 (室料差額
除)










































































































































































































































































































































































































































ス ･フュージョン社は5万 ドルする電子カルテ ･
医療業務管理ツールのシステムを無料で医師に
提供 している｡無料で配布できるのは､医師が
保存 したデータを匿名性を確保 した上で有料で
販売するからである｡その収入が5万 ドルで販
売 した場合の収入よりも多額なのである1｡
7.おわりに
本稿では､病院の経営改善のため､営利企業
並みの会計 ･経営情報システムの導入と公的ク
ラウドからの各種ソフトの提供による費用軽減
について考察し､さらに公的クラウド内のデー
108国際経営論集 No.402010
夕の活用と販売により､クラウドの使用料が無
料に出来ることを指摘 した｡病院経営の建て直
しは急務であるから､今後も注視していきたい｡
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